
番
号 分類 ご意見

1
弱視者への

対応
全盲者への点字対応だけでなく、弱視者への文字のフォントやサイズの対応等の課題に対し、
対応願いたい。

2
利用シーンに
沿った対応

店舗面積だけでなく、利用シーンに沿ってどのように対応できるのかを念頭に置き、議論して
ほしい。

3 検討手法等 障がい当事者による検証を反映する手法及び着地点を示し、検討してほしい。

4 ソフト対応
いろんな人が気持ちよく利用できる会計の仕組みの例示や店舗従業員への接遇等のソフト対応
についても検討してほしい。

5
ユニバーサル
デザイン

ユニバーサルデザインの視点を踏まえ、もう一段上を目指し、大阪府の特色を出してほしい。

6 便所
多様な利用者に配慮し、多機能便所だけでなく、一般便所をより活用するなど考え方を整理
してほしい。

7 手話 手話は言葉であり、筆談によるコミュニケーションだけでなく、手話も記載してほしい。

8
既設ホテル等
の情報提供

既設ホテル等に、情報を提供するように強く働きかけてほしい。

9 維持管理
営業開始時には車椅子使用者用客室を整備済だが、その後、車椅子使用者用客室を適切に
維持管理しているか確認することは可能か。

10 多言語対応 情報の公表に際し、できる限り英語等の多言語への対応を推奨するようにお願いしたい。

11
３千人／日
未満駅の

バリアフリー化

可動式ホーム柵の補助金の対象を５千人／日以上駅から３千人／日以上駅に引き下げたが、
今後、３千人／日未満駅にも対応するよう進めてほしい。

12
市町村への
働きかけ

基本構想の作成・見直しや継続した協議会の設置について、市町村に強く働きかけてほしい。

（１）国の「高齢者、障害者等の円滑な移動等に配慮した建築設計標準の改正に関する検討会
　　　及び小規模店舗ＷＧ」について

（２）報告事項等（ホテル等関連）

（３）報告事項等（鉄道駅・基本構想等関連）

■ 令和2年度 第19回大阪府福祉のまちづくり条例施行状況調査検討部会における
　 委員の意見概要
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13 段鼻の対応 視覚障がい者に対し、鉄道駅の階段等の段鼻をわかりやすくするように記載してほしい。

14
コイン

パーキング
コインパーキングにおいて、車椅子使用者用スペースを確保してほしい。

15
公立小中学校の
バリアフリー化

バリアフリー法の改正により、公立小中学校が義務化の対象となるが、市町村の教育委員会と
連携して着実なバリアフリー化の推進に向けて働きかけてほしい。

16
万博関連の

バリアフリー化
万博の開催に向けて、バス停やパビリオンのバリアフリー化を進めてほしい。

（４）報告事項等（その他）


